



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































眼　　外　 薬　 内　 病生組　解
科　 科　 物　 科　理理織　剖　第























　　　一　　　　　　　　　 一　 一　 一一　　一　　　　　　　　　　　　　 ／、　　　　　一　　　　　　　　　 一
　四　　二七三　　　　　一　七三二　　　　　二
二三　一八三　　　二　八三＿一
二三二　　九三　　　　　　　九三
二　　　　　〇三　　　　　　一九三
三　　　　　九三　　　　　　二九三
三　　　　 〇三　　　　　　　〇三
　　　　　　　　　　＿668一
衛
生
法
　
医
体
　
合
体 衛　 産婦
　　　　　人　 生　 科　　　　　科
操学学　 学学
　　一　一』
　兵理細理婦産婦
　式菌論編人
計　　 学並及　科
　体実実嚢理理
　操論験験実論論
　　　　　験
三
二
四
三
　
　
三
二
四
　
二
五
　
三
二
八
外
国
語
ハ
随
意
科
ト
シ
テ
独
乙
語
ヲ
四
ケ
年
間
通
シ
テ
毎
週
三
時
間
ヲ
課
ス
　
一
　
三
三
〇
二
　
　
二
　
　
二
　
二
　
　
　
二
　
　
二
　
　
二
三
　
三
　
　
　
二
　
　
二
　
　
ニ
マ
ヤ
三
二
　
　
三
七
　
三
七
　
三
七
三
　
　
二
　
　
一
二
　
　
二
　
　
四
　
二
　
　
二
　
　
一
　
二
　
　
二
　
　
二
三
七
　
三
七
　
三
七
医
学
部
薬
学
科
課
程
表
学
　
　
科
鉱
物
学
物
理
学
化
　
　
学
薬
用
動
物
学
　
　
　
　
　
」
薬
用
植
物
学
一
分
析
学
く
　
　
　
　
　
、
衛
生
化
学
　
　
　
　
　
一
　
第
七
章
讐実理実理葦理理黙理程
等　　　　 顕　　並並
穫習論習論難論論誌論度
学　　　　 法
部　　　　　　　　　　学学
　　　　　　　　　　　期年
　　　　　　五二六四三酬第
　　　　　　　　　　　二し
　　　三1『二1∫1
第
　
　
二
　
　
年
一
期
　
二
期
　
三
期
三三三八
三八
八三
剰第
二L
期／一
覇」年
七
八
八
一669一
　
第
七
節
裁
判
化
学
く
生
薬
学
く
薬
　
局
方
調
剤
学
製
薬
化
学
薬
品
鑑
定
体
　
　
　
操
　
　
合
－＼　－＼
末
期
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
と
細
菌
学
講
座
の
開
設
理
　
　
　
　
　
論
実
　
　
　
　
　
習
理
　
　
　
　
　
論
実
　
　
　
　
習
日
本
薬
局
方
外
国
薬
局
方
要
領
　兵実実理実理
　式
計
　体
　操習習論習論
　三　　　三
二
三
　
　
二
二
　三
二
二
三三五
　三三五
　三三三五
　三
　
　
　
三
　
　
　
三
二
八
　
　
二
八
　
　
二
八
三三三／、　＿　ノ、　一
五三／、　一　 ノ、　一
五三ノ＼　＿　 ノ、　一
一670＿
　
こ
の
学
科
課
程
表
は
第
五
高
等
学
校
医
学
部
と
し
て
は
最
後
の
も
の
で
は
な
い
が
、
　
（
最
後
の
表
に
よ
れ
ば
、
医
学
科
の
衛
生
学
は
第
三
年
第
三
期
の
理
論
並
実
験
二
時
間
が
な
く
、
薬
学
科
で
は
衛
生
化
学
実
習
－
第
三
年
1
が
第
一
期
六
、
第
二
期
七
、
第
三
期
七
と
な
り
、
そ
の
科
目
中
に
細
菌
学
理
論
並
実
験
ー
第
三
年
、
各
期
と
も
に
一
時
間
宛
ー
を
設
け
て
あ
る
）
細
菌
学
の
重
視
さ
れ
た
時
期
で
、
曽
て
、
第
五
高
等
中
学
校
設
立
頃
、
大
谷
周
庵
に
対
し
、
県
知
事
日
下
義
雄
が
「
君
は
血
液
に
関
す
る
研
究
を
な
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
、
現
在
で
は
細
菌
学
に
関
す
る
研
究
が
医
学
界
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
遠
か
ら
ず
行
き
詰
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
血
液
に
関
す
る
学
問
が
将
来
研
究
の
中
心
と
な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
親
子
の
関
係
、
諸
種
疾
患
と
血
液
と
の
関
係
、
殊
に
伝
染
性
疾
患
に
お
け
る
病
原
に
対
す
る
血
液
の
態
度
等
を
研
究
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
多
大
の
新
発
見
を
な
し
得
る
で
し
よ
う
、
若
し
余
が
医
家
な
ら
ば
必
ず
そ
の
方
面
に
研
究
の
歩
を
進
め
る
で
し
よ
う
、
云
々
」
と
述
べ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
（
『
日
下
義
雄
伝
』
大
谷
周
庵
談
話
）
、
何
れ
に
し
て
も
コ
ッ
ホ
の
研
究
が
第
十
回
国
際
医
学
会
で
発
表
さ
れ
て
、
世
界
の
注
目
を
浴
び
た
（
明
治
二
十
八
年
八
月
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
開
催
）
後
だ
け
に
、
種
々
の
研
究
が
細
菌
学
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
遠
山
椿
吉
等
が
東
京
顕
微
鏡
院
を
起
し
、
細
菌
学
的
検
査
、
研
究
、
講
習
を
行
っ
た
の
が
明
治
二
十
四
年
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
、
北
里
柴
三
郎
が
私
立
伝
染
病
研
究
所
を
起
し
、
二
十
七
年
に
は
、
ヂ
フ
テ
リ
ア
血
清
療
法
が
始
め
ら
れ
、
二
十
九
年
に
は
血
清
薬
院
官
制
が
公
布
さ
れ
て
い
て
、
細
菌
学
か
ら
血
液
関
係
の
研
究
が
急
速
な
発
達
を
遂
げ
、
医
学
教
育
の
制
度
に
取
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
医
学
部
の
学
科
課
程
に
関
す
る
問
題
を
終
り
、
卒
業
生
の
こ
と
を
述
べ
よ
う
。
　
明
治
二
十
二
年
、
第
一
回
卒
業
生
を
送
っ
た
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
以
来
、
明
治
三
十
三
年
、
第
五
高
等
学
校
医
学
部
第
五
回
卒
業
生
を
送
っ
た
時
期
ま
で
の
卒
業
生
数
並
び
に
同
年
の
在
校
生
数
を
『
五
高
五
十
年
史
』
に
よ
り
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
一671　一
第
一
回
第
二
回
第
三
回
医明
治
二
十
二
年
同同
　
　
　
　
第
四
旦
同
　
　
　
〆
’
同
二
十
三
年
二
十
四
年
二
十
五
年
同
学自
　
七
月
至
十
一
月
自
　
七
月
至
廿
四
年
二
月
自
　
七
月
至
十
二
月
自
　
七
月
至
　
九
月
同
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
科
一
部
二
部
一四七四三六七四三八
薬
学
科
　
第
七
節
　
　
ご
同
第
五
回
藤
第
六
監
同
　
　
μ
同
第
七
回
第
一
回
第
二
回
第
三
回
第
四
回
第
五
回
同同同同同同
末
期
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
と
細
菌
学
講
座
の
開
設
二
十
六
年
同二
十
七
年
二
十
八
年
同二
十
九
年
三
十
年
三
十
一
年
三
十
二
年
明
治
三
十
三
年
在
学
生
　
　
　
　
　
　
級
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一
自
四
月
至
廿
七
年
三
月
同
自
四
月
至
七
月
自
七
月
至
廿
八
年
一
月
自
九
月
至
十
二
月
同
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
　
マ
ヤ十
一
月
年年年年外
級級級級生
　　　　　部部部部部
五五五五五一三　二三二五四二九二四六二一
六
一
八
八
八
一
九
九
二
二
二
第
一
回
明
治
二
十
六
年
第
二
回
同
　
二
十
七
年
第
一
回
第
二
回
第
三
回
第
四
回
第
五
回
同同同同同
二
十
八
年
二
十
九
年
三
十
年
三
十
一
年
三
十
二
年
明
治
三
十
三
年
在
学
生
　
　
　
級
外
生
　
　
　
　
三
年
級
　
　
　
　
二
年
級
　
　
　
　
一
　
年
級
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
自
九
月
至
十
二
月
マ
ヤ
　
十
一
月
九九八九二〇七
二
三
一
五
一
七
一
二
一672一
　
な
お
、
明
治
三
十
四
年
二
月
十
一
目
に
は
薬
学
科
教
室
の
新
築
工
事
が
完
成
し
た
。
　
最
後
に
細
菌
学
講
座
の
開
設
に
つ
い
て
述
べ
て
置
こ
う
。
十
九
世
紀
後
半
の
細
菌
学
の
勃
興
は
誠
に
目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
紀
元
前
一
世
紀
頃
、
ロ
ー
マ
の
ヴ
ア
ロ
が
マ
ラ
リ
ァ
病
原
微
生
物
を
想
像
し
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
も
イ
タ
リ
ア
の
フ
ラ
カ
ス
ト
巨
は
諸
種
の
伝
染
病
に
特
殊
の
病
芽
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
後
も
種
々
の
病
原
体
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
七
六
二
年
、
ウ
イ
ン
の
プ
レ
ン
チ
ッ
が
小
動
物
を
病
原
体
と
考
え
た
三
年
後
の
一
六
七
五
年
、
レ
ウ
エ
ン
フ
ー
ク
が
顕
微
鏡
を
用
い
て
微
生
物
を
発
見
し
て
か
ら
は
次
々
に
微
生
物
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
は
そ
う
し
た
研
究
報
告
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
の
講
義
の
中
に
も
そ
う
し
た
病
原
体
に
関
す
る
報
告
が
取
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
、
コ
ッ
ホ
が
脾
脱
疽
菌
を
発
見
し
て
以
来
、
急
速
な
細
菌
学
の
発
展
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
細
菌
が
報
告
ざ
れ
、
次
第
に
社
会
医
学
に
も
応
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
明
治
三
十
年
五
月
三
十
一
目
に
は
、
衛
生
学
・
法
医
学
の
講
座
中
に
細
菌
学
並
実
験
が
取
入
れ
ら
れ
、
第
二
年
級
第
二
及
ぴ
第
三
学
期
に
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
座
担
当
者
は
衛
生
学
と
生
理
学
と
兼
任
の
久
保
成
治
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
細
菌
学
の
重
要
性
に
鑑
み
、
別
講
座
と
な
す
こ
と
が
決
定
し
、
明
治
三
十
三
年
十
月
、
医
学
科
に
細
菌
学
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
又
、
薬
学
科
に
も
衛
生
化
学
中
に
細
菌
学
が
取
入
れ
ら
れ
、
細
菌
学
研
究
の
成
果
が
教
授
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
は
多
年
を
要
し
乍
ら
、
な
か
な
か
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
時
代
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
真
理
は
何
時
ま
で
も
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
何
時
か
は
認
め
ら
れ
る
日
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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